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1. は じ め に
近年、PCに容易に大量の音楽ファイルを保存でき

るようになり、保存された音楽ファイルを再生・管理

するためのソフトウェアが数多く公開されている。し

かし、多くのソフトウェアでは PC内に大量の曲が保

存されている場合、ユーザがすべての曲を把握して曲

を管理することは難しいという問題がある。この問題

を解決するためには、ユーザに対し、多様な曲の関連

性に基づいて曲の発見を支援する必要がある。これを

実現するためには、(1)様々な視点からの音楽の分類・

検索、(2)ユーザの注目に合わせた情報の提示・検索、

(3)ユーザの把握していなかった情報の提示、(4)検索

結果の直感的な選択の 4つの機能が必要である。

2. 音 楽 夢 想
本研究では、インタラクティブに音楽の整理・検索・

発見ができるソフトウェア「音楽夢想」を提案する。

音楽夢想は、分類スタッキング、芋づるサーチ、集合エ

マージェンス、一筆書きグルーピング、集合コンバー

ジェンス機能により 1 節で述べた (1)～(4) の機能を

実現する。これらの機能は、アルバム・作曲家・雰囲

気といった音楽の分類をレイヤとして扱い、それらを

重ね合わせ、レイヤ上の要素を動かすと、他のレイヤ

上にある関連のある要素が連動して動くという仕組み

により実現される（図 1）。

音楽夢想の各機能を用いたプレイリスト作成方法を

図 2～図 4に示す。レイヤを重ね合わせる分類スタッ

キング機能（図 2）によって音楽、作曲家、雰囲気の
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図 1 レイヤの重ね合わせと要
素の連動機能

図 2 分類スタッキング機能　

図 3 芋づるサーチ・集合エマ
ージェンス機能

図 4 集合コンバージェンス・一筆
書きグルーピング機能

レイヤを重ね合わせ、(1)の様々な視点からの音楽の

分類・検索を実現する。作曲家・雰囲気レイヤからそ

れぞれ要素を一つずつ選び出して関連する曲を引きず

り出す芋づるサーチ機能（図 3）によって、(2)のユー

ザの注目に合わせた情報の提示・検索を実現する。そ

して集合エマージェンス機能によって曲の集合を出現

させ、(3)のユーザの把握していなかった情報を提示

し、現れた集合を集合コンバージェンス機能により小

さくまとめ、一筆書きグルーピング機能（図 4）によ

りグルーピングしてプレイリストを作成し、(4)の検

索結果の直感的な選択を実現する。以降 2.1 節～2.4

節で各機能の実現方法について述べる。

2.1 分類スタッキング

音楽夢想ではアーティスト、アルバム、雰囲気といっ

た分類をそれぞれ 1つのレイヤとして扱う。図 1で示

したように、ユーザは複数のレイヤを自由に重ね合わ

せることにより、重ねたレイヤ（分類）が持つ情報を
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得ることができる。このレイヤ構造により (1)の様々

な視点からの音楽の分類・検索が可能になる。

2.2 芋づるサーチ

音楽夢想では、ユーザが要素を選択すると、その要

素と関連のある要素 (情報)が接近するので関連のある

情報を次々に引きずり出すことができる。各レイヤ上

の要素の位置は、ばねモデルによって決定され、ユー

ザが要素（Aとする）を選択すると、要素Aと関連の

ある要素間で、ばねの距離が短く、ばね定数が大きく

なり、関連のある要素が接近する。一方、要素Aと関

連のない要素間では、ばねの距離が長く、斥力が大き

くなり、関連のない要素が遠くに弾き飛ばされる。ま

た一つのレイヤ上で要素を移動させると、その要素と

関連のある異なるレイヤ上の要素も連動して動く（図

1）。これらの仕組みにより、(2)のユーザの注目に合

わせた情報の提示・検索を実現する。

2.3 集合エマージェンス

音楽夢想では、ユーザが分類スタッキング機能や芋

づるサーチ機能を使って音楽夢想を操作している間に

ユーザの意図していなかった要素（情報）の集合を出

現させることができる。ユーザが選択した要素（Aと

する）と関連のある要素が接近するが、ここでユーザ

が要素Aを移動させると、関連のある要素群も要素A

に近づけたまま一緒に移動させることができる。ユー

ザが複数の要素を固定・移動させていくと、関連のあ

る要素の位置が自動的に決定され、ユーザの意図して

いなかった要素の集合が出現し、(3)のユーザの把握

していなかった情報の提示が実現される。

2.4 一筆書きグルーピング・集合コンバージェンス

ユーザが音楽夢想を操作しているうちに生成した曲

の集合は、ユーザがその集合を囲むように図形を描く

ことで、図形内部にある曲をプレイリストとして利用

できる一筆書きグルーピング機能により、(4)の検索

結果の直感的な選択を実現する。

また音楽夢想では、要素間のばねの長さを変化させ

ることにより、要素の集合を小さくまとめて見やすく

する集合コンバージェンス機能により、出現した曲の

集合を見やすくし、グルーピングしやすくする。

3. アンケート評価
音楽夢想の各機能の有効性を評価するため、イベン

ト会場でアンケート評価を行った。はじめに音楽夢想

の機能・使い方を説明し、実際にソフトウェアに触っ

てもらった後アンケートに回答してもらった。10 代

から 60代の 36人から回答を得た。

「新しい集合が発見できたか」という質問に対して

は、59%の人が新しい集合（情報）を「発見できた」と

回答した。この結果より、音楽夢想の各機能、特に集

合エマージェンス機能の有効性が示された。音楽夢想

の分類スタッキング、芋づるサーチ、一筆書きグルー

ピング、集合コンバージェンス機能について、5段階

評価で各機能の便利さを尋ねたところ、どの機能も 7

割以上の人が便利（評価が 4と 5の人の合計）だと評

価し、各機能の有効性が示された。また、音楽夢想が

既存のソフトウェアと比較して優れている点を複数回

答で尋ねる質問では、芋づるサーチ機能 67%、分類ス

タッキング機能 59%、回答の上位に上がった。この結

果より、既存ソフトウェアに対しては特に芋づるサー

チ機能、分類スタッキング機能が有効であるというこ

とが示された。

4. 関 連 研 究
音楽ファイルの再生ソフトウェアの研究としてMu-

sicream1) がある。Musicreamでは、ユーザは画面上

を流れている多数の曲の中から 1つを選択し、その曲

と雰囲気の近い他の曲をくっつけてプレイリストを作

成する機能により、(4)の検索結果の直感的な選択を

実現している。しかし、Musicream は単一の曲分類

からしかプレイリストを作成することはできず、(1)

の様々な視点から曲を検索、(2)のユーザの注目に合

わせた情報の提示・検索の機能が不十分である。また

ユーザの注目した曲からしか新しい情報を発見するこ

とはできず、(3)のユーザの把握していなかった情報

の提示機能が不十分である。

5. ま と め
本研究では、インタラクティブに音楽の整理・検索・

発見ができるソフトウェア「音楽夢想」を提案した。

PC内に大量の曲が保存されている場合、ユーザがす

べての曲を把握して曲を検索することが難しいとい

う問題がある。これを解決するために、音楽夢想は分

類スタッキング機能、芋づるサーチ機能、集合エマー

ジェンス機能、一筆書きグルーピング機能、集合コン

バージェンス機能を提供し、ユーザが多様な曲の関連

性に基づいて曲を発見することを支援した。イベント

会場でのアンケート評価により、音楽夢想の各機能の

有効性が示され、音楽夢想がユーザに対し新しい情報

の発見を支援できることが示された。
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